
現代経営経済研究　第 5巻第 2号54

　キーワード：�EU エネルギー同盟／エネルギー同盟パッケージ／エネル

ギー効率／再生可能エネルギー／主権

1 ．はじめに

　本稿は，2015年 2 月25日に欧州委員会によって初めて欧州連合（the Eu-

ropean Union：以下 EU）エネルギー同盟に関するコミュニケ（エネルギー

同盟パッケージ）が提出されてから，2015年 3 月19-20日の欧州首脳理事会

研究ノート

EUエネルギー同盟の政治過程
2015年 2 月25日から2015年 3 月20日までを中心に

市　川　　顕

2015年 2 月25日，欧州委員会は初めて EU エネルギー同盟に関するコ

ミュニケを提出した．このコミュニケは，同年 3 月19-20日に欧州首脳

理事会によって承認された．本稿は，この 1 カ月に焦点を当て，EU エ

ネルギー同盟に関する政治過程を整理・分析することを目的とする．こ

の間，①エネルギー効率改善，②循環型社会構築，③電力相互連結，④

再生可能エネルギー普及，という分野では大きな前進を期待する議論が

高まったが，① EU 加盟国の主権と固有の資源利用問題，②対露関係，

③ガス共同購入問題，④ガス契約検査問題，といった問題が浮上した．

欧州首脳理事会が同案を承認したことで，今後 EU エネルギー同盟の議

論が加速することになるが，これらの問題をどのように対処するかが，

欧州委員会をはじめとする関係諸機関の中心課題となる．

要　旨
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によって本案が認められるに至るまでの政治過程を整理・分析することを目

的とする．本稿で明らかになったことを先んじて述べると，エネルギー同盟

パッケージに関する議論では，①エネルギー効率改善，②循環型社会構築，

③電力相互連結，④再生可能エネルギー普及，という分野で前進を期待する

議論が高まった一方で，① EU 加盟国の主権と固有の資源利用問題，②対露

関係，③ガス共同購入問題，④欧州委員会によるガス契約検査問題，といっ

た問題が浮上した．欧州首脳理事会が全会一致でエネルギー同盟パッケージ

を承認したことで，EU エネルギー同盟の議論が加速することになるが，今

後これらの問題の処理が，欧州委員会をはじめとする関係諸機関の中心課題

となる．

2 ．エネルギー同盟パッケージの概要

　エネルギー同盟パッケージは，コミュニケ本体の European Commission

（2015a），その付属文書同（2015b），そして一般市民向け資料として作成さ

れた同（2015c）によって構成されている（以下本節の詳細は市川2019b を

参照のこと）．

　ここでは EU エネルギー同盟が必要な理由として，欧州の消費者に，①安

全で，②持続的で，③購買可能な価格の，エネルギーを提供することとし，

7 つのビジョンを掲げた．第一は，EU 加盟国が真の連帯と信頼に基づいて

一つの声（One Voice）をあげること，第二は EU 域内エネルギー市場を整

備すること，第三は，持続可能，低炭素かつ気候に優しい経済の達成，第四

は，EU 企業がエネルギー効率および低炭素技術を磨き，国際的な競争力を

有すること，第五は，欧州の労働者が次世代エネルギー・システムを構築し，

その管理スキルを身に付けること，第六は，当該分野に投資を呼び込むこと，

第七はエネルギーの面からみて脆弱な消費者の保護，である．

　これら 7 つのビジョンのもと，EU エネルギー同盟は 5 つの要素を柱とす

る．第一の要素はエネルギー安全保障，連帯および信頼であり，これは①エ

ネルギー供給の多様化，②エネルギー供給の安全保障に関する協働，③グ
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ローバル・エネルギー市場におけるより強固な欧州の役割，④ガス供給に関

する一層の透明性，が挙げられている．第二の要素は十分に統合された欧州

エネルギー市場であり，これは①域内エネルギー市場のハードウェア：相互

連結性を通じた市場統合，②域内エネルギー市場のソフトウェアの実施のた

めの質的向上，③ EU 共通枠組み内での域外地域協力の強化，④消費者のた

めの新たな選択肢の増加，⑤脆弱な消費者の保護，が挙げられている．第三

の要素は需要の緩和に貢献するエネルギー効率であり，これは①建築物にお

けるエネルギー効率の向上，②エネルギー効率の高い，脱炭素化された輸送

セクターの構築，が挙げられている．第四の要素は経済の脱炭素化であり，

これは①野心的な気候変動エネルギー政策，②再生可能エネルギーにおいて

世界の最先端地域になること，が挙げられている．そして，第五の要素は，

研究，イノベーションおよび競争力であり，これは① R&I（研究イノベー

ション），②スマートグリッドとスマートホーム技術およびクリーン輸送，

クリーン化石燃料，原子力発電，③成長，雇用，競争力の原動力となるイノ

ベーションによって導かれる低炭素社会への移行，である．

　この 5 つの要素を実現するために，さらに15の行動指針が提案されている．

それは，①現存するエネルギーおよび関連法の完全で厳格な実施，②ガス供

給の多様化，③ EU 法を十分に遵守し，また，より透明性のあるガス供給に

関する政府間合意，④適切なエネルギー・インフラ整備，⑤域内エネルギー

市場の創設，エネルギー供給の安全保障の確保，再生可能エネルギーの域内

エネルギー市場への統合，⑥市民や企業への継ぎ目のない域内エネルギー市

場の完成，⑦市場統合の地域的アプローチ，⑧エネルギー・コストとエネル

ギー価格および公的支援のレベルに関する透明性，⑨2030年までに少なくと

も27% のエネルギー効率向上の達成，⑩建築物のエネルギー効率改善，⑪

輸送部門におけるエネルギー効率の改善および脱炭素化，⑫国際的な気候交

渉への野心的貢献をする意思，⑬2030年までに少なくとも27% の再生可能

エネルギー目標の達成，⑭エネルギー効率・再生可能エネルギー技術の輸出

増大と R&I 戦略の発展，そして，⑮ EU 気候エネルギー政策に沿った対外
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政策手段を用いて，国際交渉の場で一つの声をあげること，である．

　これは，2014年 3 月末にトゥスク（Donald Tusk）ポーランド首相（当

時）が提案した EU エネルギー同盟を，欧州委員会が約 1 年の時を経て，ス

テイクホルダーからの多様な意見や，関連する EU 法・政策との整合性，さ

らにはユンカー（Jean-Claude Juncker）欧州委員会委員長の優先項目との

整合性，を秤にかけて，最大公約数的にまとめたものといえる．

3 ．エネルギー同盟パッケージに対する談話

　欧州委員会によるエネルギー同盟パッケージの公表に対しては，EU 諸機

関の首脳陣から前向きな談話が相次いだ．欧州首脳理事会常任議長（いわゆ

る EU 大統領）のトゥスクは， 2 月25日，今後 EU エネルギー同盟完成への

道程が険しくなることを認めたうえで「EU エネルギー同盟が EU 加盟諸国

の支持を勝ち得たのは，大変印象的だ」と述べ，また「EU エネルギー同盟

という考え方は，欧州がエネルギーの観点から真に自立を実現するために，

非常に大きな機会」であると強調した（Polish News Bulletin 2015.2.26a）．

欧州議会議長（当時）のシュルツ（Martin Schulz）は「エネルギーは50年

代における欧州統合プロジェクトの中心だった．現在，様々な危機の余波の

中で，再びより強固な欧州を高めていくべきだ」と EU エネルギー同盟に期

待を滲ませた（EurActiv 2015.2.26b）．欧州委員会 EU エネルギー同盟担当

副委員長のシェフチョヴィチ（Maros Sefcovic）は「今日，私たちは28ヶ国

のエネルギー市場を一つのエネルギー同盟に統合し，欧州のエネルギー依存

を減らし，雇用と経済成長を投資家に予見させることのできるプロジェクト

を発足させた．私たちは，低炭素で気候に優しい経済への基本的な移行，つ

まり市民ファーストの EU エネルギー同盟のための取り組みに入った」と興

奮気味にコメントした（Modern Power System 2015.3.1）．また，欧州委員

会気候行動委員兼エネルギー委員のカニェテ（Miguel Arias Canete）も「さ

あ，仕事にとりかかろう．今日，私たちは相互に連結され，統合され，安全

な欧州エネルギー市場のための作業に入った．いまなら，それを実現するこ
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とができる，真のエネルギー安全保障および気候保護への道は，ここから始

まる」と意気込んだ（Modern Power System 2015.3.1）．

　加盟国の交渉官も当コミュニケに将来性を見出している．英国外務省気候

変動特別代表のモリセッティ（Neil Morisetti）は，EU エネルギー同盟の

「最も賢い決定としては，エネルギー利用の効率化であり，国内に存在する

資源，例えば風力・太陽光を利用することであり，さらにもし安全性が担保

されれば，シェールガスを利用することであろう．これらは明らかにヨー

ロッパのエネルギー安全保障を改善するし，気候変動に関する最悪の未来を

回避することが可能となる」（The Times 2015.2.27）と述べ，また，ラトビ

ア外相のリンケヴィクス（Edgards Rinkevics）は，EU エネルギー同盟の

創出は，将来のエネルギー外交のための強力なメカニズムを提供し，EU 域

内エネルギー市場を統合し，かつ，エネルギー効率を高めることになる

（Baltic News Service 2015.3.13）と前向きに評価した．

　民間部門でも当コミュニケへの支持が表明されている．気候変動に関する

国際的投資グループである IIGCC（the International Investors Group on 

Climate Change）は，「欧州委員会による EU エネルギー同盟の創設はイノ

ベーションを引き起こす契機となり，欧州委員会がより戦略的な気候変動エ

ネルギー政策を追求することを可能にするだろう．シェフチョヴィチは，エ

ネルギー・インフラに関する首尾一貫した行動を行うべきである．適切な長

期的政策を通じた投資の拡大は，EU エネルギー同盟が実質的な成功を収め

るかどうかのカギとなる」との声明を出した（The Guardian 2015.2.25）．ま

た，ジャック・ドロール研究所欧州エネルギー政策アドバイザーであるヴィ

ノア（Jean-Arnold Vinois）は，EU エネルギー同盟の社会的側面に焦点を

当て，「EU エネルギー同盟は包括的であり，連帯に明白な内容を与えるも

のである．それは，社会対話を発展させ，エネルギー貧困の解消および雇用

の増加を通じて，社会的エネルギー政策へと発展する．EU エネルギー同盟

はすべての市民を対象としており，すべてのアクターをプロセスに巻き込み，

エネルギー移行を達成させるガバナンスにおけるイノベーションの鍵であ
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る」と述べた（EurActiv 2015.2.26i）．

4 ．エネルギー同盟パッケージによる期待

4 ．1 　エネルギー効率セクター

　エネルギー同盟パッケージでは，欧州の化石燃料輸入を減らすために，域

内のエネルギー効率を高めることが強調された．たとえば， 3 月 5 日の記者

会見で，カニェテは，EU の現存する建築物の70% が極めて非効率であるこ

とを指摘したうえで，EU がエネルギー効率を十分に満たすことで，次の15

年にガス輸入を40% にまで減らすことができる，と述べている（EurActiv 

2015.3.9）．また，シェフチョヴィチは，「たったの10% の建築物だけが十分

なエネルギー効率を満たしている．ゆえに，投資家は建築物のエネルギー効

率改善に投資する大きな機会がある」と述べ，「私は年金基金の代表者とも

会合を持ったが，彼らはすでに準備ができてきて，エネルギー効率改善プロ

ジェクトへの投資に関心を持っていた」と語った（EurActiv 2015.3.11）．さ

らにシェフチョヴィチは，欧州投資銀行（EIB：the European Investment 

Bank）および他の金融機関と連携して，建築物のエネルギー効率改善を促

進するための新しい財政的手法を発展させようと試み，「私たちは 2 つのア

プローチを採用するだろう．より良い規制と財政的インセンティブである．

私が望むものを開始するためのインセンティブは，建築物におけるエネル

ギー効率改善のための欧州レベルでのムーブメントを興すことだ」と述べた

（EurActiv 2015.3.13）．

　欧州委員会高官のこのような発言に，民間部門も積極的な反応を見せた．

デンマークの屋根窓などを中心に製造するVeluxグループ副社長のリアマー

ト（Ingrid Reumert）は，「建築部門は欧州でのエネルギー消費の40% を占

めている．現存する建築物における省エネには大きなポテンシャルがある．

私たちは，現存する建築物のリノベーションを進めなければならない」「低

い木になっている実は取るべきだ．それは，エネルギー効率も同じである．

いまや，残されているのは，小規模なもの，たとえば人々の住む建築物など



現代経営経済研究　第 5巻第 2号60

である．欧州のエネルギー効率改善のためには，もっと個人にアプローチを

かけていかなければならない」とした（EurActiv 2015.3.2）．また，建築物

のエネルギー効率のための企業連合である EuroAce 副社長のカレ（Celine 

Carre）も，「エネルギー効率ファーストは，私たちが求めてきたものだが，

問題は，今いかにしてそれを実施するかにある．」「私たちは建築物について

何かしなければならないという認識が広まることを歓迎する．効率的でない

がゆえに，多くのエネルギーが無駄になっている．」「あらゆる入手可能な技

術により建築物のエネルギー需要は80％減らすことができる」（EurActiv 

2015.3.10）とエネルギー効率改善の可能性について力を込めて語った．

4 ．2 　循環型社会構築

　デンマークのコペンハーゲンにある欧州環境庁（EEA：European Envi-

ronmental Agency）は，EU エネルギー同盟を触媒として EU を循環型社

会へと転換させようと考えている．EEA 専務理事のブライニンク（Hans 

Bruyninckx）は，「EU の政策決定者は，ユンカーの投資計画と EU エネル

ギー同盟が循環型経済の梃子となるように意識しなければならず，そのため

には脱炭素化を推し進め，環境改善を高めることが必要だ」（EurActiv 

2015.3.3b）とする．さらに，循環型社会の形成が，ユンカー政権のいう雇用，

経済成長，競争力の原動力になるとして，「私たちは，福祉の向上と競争力

の強化のために循環型経済と資源の効率的利用の決定的重要性を述べてきた．

このような要素に焦点を当てることにより，欧州の競争力，雇用拡大，経済

成長がもたらされるのだ」（EurActiv 2015.3.4）と述べた．

4 ．3 　電力相互連結性

　エネルギー同盟パッケージでは電力およびエネルギーの相互連結性にも言

及している．公共政策研究所気候変動・エネルギー・運輸部門次長のスト

ロー（Will Straw）は，電力の相互接続の有効性について以下のように語る．

「電力相互連結は炭素排出減少に繋がる．経験上， 6 GW の追加的な相互連
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結能力によって，ガス火力発電所 3 基の建設が不要となる．他国からの余剰

電力が低炭素をもたらすということは明らかである．EU の2030年までの温

室効果ガス排出削減目標である1990年比40% 減は，これにより強固なもの

となる」（EurActiv 2015.2.26a）．

　このような電力相互連結性の有効性については多くの人々が認めているが，

障壁は主に二つある．

　第一は資金である．「EU 域内のよりよい相互連結性と，加盟国がエネル

ギーをより容易に互いに取引できるようにすることは（中略）EU のレジリ

エンスの中核となる」（EurActiv 2015.2.26j），「10% の相互接続目標は，欧

州委員会の EU エネルギー同盟パッケージ提案の中核部分を占めている．ガ

スおよび電力グリッド双方の相互連結性は，EU 加盟国がロシアのガス依存

から解き放たれ，多様なエネルギー源を高いレベルで交換することを可能に

するカギとなる」（EurActiv 2015.2.26c）としながらも，欧州の老朽化した

電力インフラの改修にかかる費用は1050億ユーロ，なかでも越境相互連結の

ためだけで350億ユーロが必要となると見積もられている（EurActiv 

2015.2.26c）．このため欧州委員会は公的資金210億ユーロを含む3150億ユー

ロを EU エネルギー同盟のための資金として準備しようとしている．カニェ

テは「これは，気候を守り，私たちの市民のエネルギーを守り，ヨーロッパ

を輸入エネルギーの依存から脱却させることに貢献する．」（EurActiv 

2015.2.26g）として資金計画に本腰を入れる．また，ドイツ首相のメルケル

（Angela Merkel）も EIB のイベントで「ユンカー計画は，EU のパラダイ

ムシフトである．私たちはこのイニシアティブを支持する」とし，ドイツ財

務相のショイブレ（Wolfgang Schauble）はこの計画へ100億ユーロを拠出

する意思を表明した（EurActiv 2016.3.3a）．

　障壁の第二は，いわゆるフランス問題である．スペインとポルトガルとい

う二つのイベリア半島の国は，旧来より再生可能エネルギーによる余剰電力

を，フランスを通して EU 加盟国に売却することができないことにいら立ち

を隠せない．彼らは，フランスが自国の原子力発電産業を守るためにピレ
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ネー山脈を通過する電力の相互連結性を阻害していると主張している

（EurActiv 2015.2.26c）．これについては， 3 月 3 日に開催された EU エネル

ギー大臣会合で，両者の相互連結性を改善することで合意を見た（EurActiv 

2015.3.5b）．これが実現すると，ピーク時に再生可能エネルギーによって

25% の電力を生産しているポルトガルと，同17% のスペインの電力が，他

の EU 加盟国へと融通されることが可能となる．

4 ．4 　再生可能エネルギー普及

　エネルギー同盟パッケージでは，脱炭素社会に向けた再生可能エネルギー

への期待が寄せられた．これに呼応して，EU 域内の再生可能エネルギー賛

成派からは肯定的な意見が相次いだ．欧州風力エネルギー協会の CEO であ

るベッカー（Thomas Becker）は，「これらは欧州委員会から出てきた肯定

的な兆しだ．私たちはこれを，化石燃料に支配された経済から，より持続可

能で，安全で，エネルギーの脱炭素化へとシフトするための勧告だと理解し

ている」として期待を表明した（EurActiv 2015.2.26b）．環境 NGO である

E 3 G の副部長ガヴェンタ（Jonathan Gaventa）も「EU エネルギー同盟の

報告書は欧州の低炭素経済へのエネルギー移行を強く志向している．そこで

は市民の活発な役割，EU 大の統合されたエネルギー市場，そして化石燃料

依存からの脱却が示されている．このビジョンは正しいものであり，欧州の

エネルギー安全保障と気候安全保障を守ることに繋がる」（EurActiv 

2015.2.26b）とした．

　他方でエネルギー同盟パッケージが技術中立的な表現に終始したことが，

一部で懸念を生んでいる．その第一は化石燃料依存に対するものであり，第

二は原子力発電に関するものである．

　グリーンピース EU のエネルギー政策アドバイザーであるコノリー（Tara 

Connolly）は，「左手は，右手がどんな計画を握っているかを知らないもの

だ．欧州委員会は，EU は化石燃料から脱却すべきというが，他方で新たな

ガス供給を追い求め，石炭を締め出そうとはしていない」（EurActiv 
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2015.2.26b）と依然として化石燃料に依存する EU のあり方に疑義を呈する．

また WWF（the World Wildlife Fund）のアンダーソン（Jason Ander-

son）も，「EU エネルギー同盟は上品なビジョンであるが，穴もある．EU

エネルギー同盟では，化石燃料からの脱却を明言し，効率性や再生可能エネ

ルギーを重視したエネルギー市場への再編を謳っているが，いざ話がエネル

ギー安全保障となると，彼らの焦点は化石燃料へと向かう」（The Guardian 

2015.2.25）とエネルギー同盟パッケージの矛盾を的確に表現している．

　もう一つの問題としては，原子力発電に対してエネルギー同盟パッケージ

がむしろ肯定的な態度を見せたことだ．ロンドンにある世界原子力協会の上

席分析官であるコブ（Jonathan Cobb）は，「エネルギー同盟に関する欧州

委員会によって発表された多くの文書は，低炭素オプションおよび目標につ

いて書かれており，特定の技術については多くを書いていない．EU エネル

ギー同盟の目標を満たすために原子力発電を用いるという選択肢は，加盟国

に残されている」（Platts Nucleonics Week 2015.3.5）と期待を滲ませた．実

際に，ポーランド国際問題研究所のエネルギー・プロジェクト長兼エネル

ギー分析官のガフリコフスカ＝フィク（Aleksandra Gawlikowska-Fyk）は

「EU エネルギー同盟は技術中立性を主唱しており，このことは，低炭素技

術はエネルギー同盟に適合することになる．もし EU が真にエネルギー・シ

ステムの脱炭素化にコミットするのであれば，原子力発電は排除されない」

（Platts Nucleonics Week 2015.3.5）との見解を示した．実際，フランス首相

ヴァルス（Manuel Valls）は BBC のインタビューに答えて，フランスと

ポーランドの原子力発電協力に直接的に言及している．「EU では多くのエ

ネルギーに関する問題がある．私たちの企業の競争力を維持するため，そし

てエネルギー・コストを下げるために，購入可能な価格でのエネルギーへの

アクセスが保障されなければならない．（中略）その観点からいえば，フラ

ンスとポーランドができることはたくさんある．例えば，エネルギー効率で

あり，低炭素技術を発展させることや原子力発電への投資が考えられる」

（BBC Monitoring Europe 2015.3.16）．
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5 ．エネルギー同盟パッケージによる懸念

5 ．1 　加盟国＝ EU 関係と域内固有の資源利用問題

　EU エネルギー同盟に関しては，第一に，EU と加盟国の権限関係をどの

ように整理するかが問題となった．それを象徴したのがハンガリーである．

ハンガリー首相のオルバン（Viktor Orban）は，欧州委員会がエネルギー

同盟パッケージを発表する約一週間前の 2 月17日に露大統領プーチン（Vlad-

imir Putin）を首都ブダペストに招き，エネルギー問題について議論を行っ

た．オルバンはその際はっきりと，エネルギー政策に関して国家主権を放棄

するつもりはない旨，述べた（The Guardian 2015.2.24）．オルバンは，「私

たちはとてつもなく大きな問題を抱えることになるだろう．私はこの衝突が

エスカレートするように思えてならない」（MTI Econews 2015.2.20）と欧

州委員会に釘を刺した．さらにオルバンは，EU エネルギー同盟に反対の姿

勢を強調し「この計画は，EU がロシアとバイラテラルな関係になることを

要求するものである．このことは私たちの国家主権を放棄することに繋が

る」（ITAR-TASS2015.2.19）と述べた．このように，EU エネルギー同盟は

EU が域外のエネルギー供給者に対して一つの声をあげることを強調するが

ゆえに，これを国家主権の侵害（EurActiv 2015.2.26e）として捉える加盟国

が現れ，今後の調整が必要となった．

　また，国家主権の問題に絡めていえば，エネルギー同盟パッケージが認め

た域内固有の資源利用問題についても，批判が相次いだ．WWF ヨーロッパ

の政策局員であるロング（Tony Long）は，「エネルギー同盟計画は再生可

能エネルギーとエネルギー効率についてのエネルギー・システムの再構築を

必要とする．そうでなければ，この案は現状維持のための単なるレシピにす

ぎない．（中略）この計画は現状，一貫性がない．エネルギー安全保障と

言って域内外の化石燃料に焦点を当てたかと思えば，再生可能エネルギーへ

の移行を宣誓している」（EurActiv 2015.2.26b）と皮肉を込めて語った．ま

た，グリーンピース EU のコノリーも，「欧州委員会の EU エネルギー同盟
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のアイディアは，首尾一貫性のあるものというよりは，混乱したショッピン

グ・リストのように見える．投資家は正しいシグナルを必要としている」

（EurActiv 2015.2.26f）と述べ，欧州レベルでの再生可能エネルギーおよび

エネルギー効率向上と，域内固有の資源利用をともに記載したエネルギー同

盟パッケージに難色を示した．

5 ．2 　対露関係

　多くの識者が述べているように，EU エネルギー同盟という発想の直接的

な契機は，2009年 1 月のウクライナ＝ロシア間のガス供給紛争である．この

とき，ウクライナを通るガスパイプラインに依存していた EU 加盟国の約半

数がガス供給不足にみまわれた（EurActiv 2015.2.26i）．これにより，EU で

は域内でより効率的にエネルギーをシェアし，ガスのみならず，電力につい

ても，相互連結性を可能にするという政治的モメンタムが生まれた（EurAc-

tiv 2015.2.26f）．その後，ロシアによるクリミア半島の併合，マレーシア航

空撃墜に関するロシアのウクライナからの分離独立派の支持，EU の対露制

裁と，状況は悪化の一途を辿った（EurActiv 2015.2.26a）．したがって，エ

ネルギー同盟パッケージにおいても， 3 月 3 日のエネルギー閣僚会議で確認

されたように，これはロシアからのガス供給危機に対する対応であると，明

白に議論されている（EurActiv 2015.3.5a）．

　露側もこの状況を黙って見ていたわけではない．2014年12月 1 日には，ロ

シアからブルガリアを通るはずだったサウス・ストリーム・ガス・パイプラ

イン・プロジェクトの帰着地を，ブルガリアからトルコへと急に変更してみ

せたり，反 EU の姿勢を掲げるハンガリーにすり寄ったりと（ 5 . 1 参照），

内側から EU エネルギー同盟を崩そうとする動きを見せている．

　このような露側の動きについては，ブルガリア大統領ロセン・プレヴネリ

エフ（Rosen Plevneliev）が，欧州政策研究センターが主催した 2 月26-27

日の会議のスピーチにおいて公然と「いかにしてプーチンがプロパガンダを

弄しているかを見ればよい．これは EU を内側から侵食しようとするもの
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だ」と非難し，「EU は平和のためのプロジェクトである．しかし，平和は，

戦争がない状態だけをさすものではなく，人権や法の支配も重要だ．あらゆ

る危機は，ルールを破ることから始まる」と暗にプーチンとそれに呼応する

EU 加盟国を批判した（ITAR-TASS 2015.2.27）．

　実際，露側も EU エネルギー同盟についてはかなりの懸念を持っていたよ

うだ．ITAR-TASS 通信は，ロシアのアナリストの話として，「EU エネル

ギー同盟は，EU 加盟国政府がエネルギー政策に関してかなりの程度の権限

を欧州委員会に譲渡することを意味する．これはまったく容易な作業ではな

く，達成までには相当な時間が必要だろう」（ITAR-TASS 2015.2.27）と皮

肉を込めて報じた．また，露 EU 特命全権大使のチジョフ（Vladimir 

Chizhov）は，EU エネルギー同盟について，ロシアにとっては負の面が大

きいとした．「なぜなら，EU エネルギー同盟の目的の一つが，EU 加盟国が

ロシアからのエネルギー供給への依存を減らすことにあるからだ」と述べる．

他方で「EU エネルギー同盟は多くの矛盾を含んでおり，そう簡単に調整は

つかないだろう」「EU エネルギー同盟は，加盟国，欧州議会および欧州委

員会自身のレベルにおいて，長く複雑な調整のプロセスが必要となる」と述

べ，欧州委員会を牽制した（BBC Monitoring Former Soviet Union 2015.3.12）．

5 ．3 　ガス共同購入問題

　当時ポーランド首相だったトゥスクが2014年 3 月末に，EU エネルギー同

盟を提案したときの柱の一つが，EU としてロシア（とくにガスプロム）か

らのガスを共同購入することで，EU のガス購買交渉能力を上げる，という

ことだった（EurActiv 2015.2.26h）．しかし，これにはロシアと直接的に有

利なガス契約を持ち，単一のガス購入者として存在することを望む EU の西

側諸国と，ガス供給不安に晒され，共同購入でより良い条件のガス購入を行

うことを望む EU の東側諸国との間の溝が埋まらなかった．ポーランドの副

経済相であるトマシュ・トムチキェヴィチ（Tomasz Tomcykiewicz）は

「私たちは近い将来，欧州委員会がガス共同購入のボランタリー・メカニズ
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ムに関する提案を行うことを期待している．特にこのことはガス供給不安に

晒されている中東欧諸国の関心事でもある」（Polish News Bulletin 

2015.3.4）と述べたが，実際には 3 月 3 日のエネルギー閣僚会合において，

シェフチョヴィチは，①あらゆる共同購入の試みはボランタリー・ベースで

行われるべきこと，②あらゆる共同購入の試みは EU 競争法および WTO の

規則を遵守しなければならないこと，を挙げ（EurActiv 2015.3.5a），EU 域

内の西側諸国と東側諸国のバランスを取った格好となった．

5 ．4 　 ACER の権限強化

　最後に指摘しておきたい問題は，EU エネルギー同盟を可能とするために

必要とされる，平等でより強固な EU レベルでの規制機関の必要性（The 

Times 2015.1.24）である．そもそも 5 . 1 で指摘したように，EU と加盟国の

権限関係については，EU 開始以来緊張関係が継続しているといってよい．

とくに，EU レベルでの対応や政策が増えれば増えるほど，EU レベルでの

規制力が高まる必要性が生じる．オックスフォード・エネルギー研究所上席

研究員のブチャン（David Buchan）は，EU エネルギー同盟が今後円滑に

機能するためには「欧州委員会は再生可能エネルギーおよびエネルギー効率

分野における加盟国のパフォーマンスを監督するための何らかの新しい力を

もつべき」とし，その監督機関として ACER（the Agency for the Coopera-

tion of Energy Regulators：エネルギー規制協力局）を挙げ，「ACER は欧

州の連結性システム・オペレータのネットワークに対して，より多くの権限

を持つ必要がある」と指摘する（EurActiv 2015.2.26b）．現在の ACER は，

加盟国監督者の要求に応じてしか決定を下すことができない組織となってい

るが，EU エネルギー同盟が進むと，ACER に重大な強化された権限と独立

が求められる．つまり，汎欧州のエネルギー連結性の監督者としての役割が

求められることになる．これにより，ACER は EU 域内エネルギー市場の

監督者として，あらゆる越境問題を扱うことが可能となる（EurActiv 

2015.2.26d）．ACER はさらに，EU 加盟国の監督者間の情報共有や協力促進
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のために重要な役割を果たすことになる．EU エネルギー同盟が創設され，

EU 加盟国がエネルギー・電力において相互連結性を備えた暁には，EU 加

盟国間で信頼できるデータの収集と分析が不可欠だ（EurActiv 2016.2.26g）．

現時点では，ACER がその役割を担うことになると考えられている．

6 ．2015年 3 月19-20日欧州首脳理事会

6 ．1 　欧州首脳理事会によるエネルギー同盟パッケージの承認

　これまで本稿で指摘したように，2015年 2 月25日の欧州委員会によるエネ

ルギー同盟パッケージの提案から， 3 月19-20日の欧州首脳理事会における

当案承認までには，非常に多くの議論が行われた．さらに，承認に向けても

多くの外交努力が行われたことは指摘しておいてよい． 3 月16日にはポーラ

ンド首相コパチ（Ewa Kopacz）とスウェーデンの首相ロフェン（Stefan 

Loefven）がワルシャワで会談し，ポーランド側からエネルギー同盟パッ

ケージへの共同歩調を働きかけた（Polish News Bulletin 2015.3.17）． 3 月

17日には欧州首脳理事会に向けた総務閣僚理事会が開催され，ラトビア外相

のリンケヴィクスは強い EU エネルギー同盟の創設を訴えた（Baltic News 

Bulletin 2015.3.17）．また，エストニアの EU 常駐代表マサイカス（Matti  

Maasikas）も EU エネルギー同盟が欧州首脳理事会の重要なアジェンダに

なるとの認識を示した．コパチは 3 月18日も積極的に動き，メルケル独首相，

ヴァルス仏首相，クラウス・イオハニス（Klaus Iohanis）ルーマニア大統領，

およびスウェーデンのロフェン首相と電話で最後の詰めの協議を行った

（Polish News Bulletin 2015.3.19）．

　このように，ロシアのガス供給不安を抱える中東欧諸国の積極的な外交努

力も一因となり， 3 月19日，欧州首脳理事会の場でエネルギー同盟パッケー

ジは承認され，今後，欧州委員会主導のもと EU エネルギー同盟創設に向け

た動きが加速化することとなった．これに対して，2014年 3 月の提案者で

あった欧州首脳理事会常任議長のトゥスクは，「大きな前進だ」として，喜

びを表現した．（Polish News Bulletin 2015.3.20a）（Polish News Bulletin 
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2015.3.20b）

6 ．2 　残る問題

6 ．2 ．1 　加盟国＝ EU 関係と域内固有の資源利用問題

　欧州首脳理事会でのエネルギー同盟パッケージの承認後も，いくつかの問

題は残存している．

　まずは，国家主権の問題である．この問題に早くから異を唱えてきたハン

ガリーのオルバン首相は最終的には承認に回ったが，「最終合意は特定のエ

ネルギー・ミックスを選ぶ決定は，主権国家レベルにあることを保証してい

る」との見解を示し（MTI Econews 2015.3.20），このことは今後の火種と

なりそうだ．

　また，域内固有の資源利用の問題では，ルーマニア大統領のイオハニスが

石炭利用を（BBC Monitoring Europe 2015.3.20a），キプロスのフリストドゥ

リディス（Nikos Christodoulides）報道官が排他的経済水域内の天然ガス利

用を（BBC Monitoring Europe 2015.3.20b），そして，ポーランドのコパチ

首相が石炭利用を（Polish News Bulletin 2015.3.23a）（Polish News Bulletin 

2015.3.23b）それぞれ訴え，このことは2030年までに温室効果ガス排出量を

1990年比で40% 減らすという EU 気候変動エネルギー政策目標と衝突する可

能性を秘めている．

6 ．2 ．2 　対露関係

　ITAR-TASS 通信は，欧州首脳理事会でのエネルギー同盟パッケージの承

認を受けて，下記の通り報道している．「EU 首脳は予想に反して，迅速に，

かつ全会一致で欧州委員会によって提案されたエネルギー同盟パッケージを

承認した．これはロシアにとっては多くの問題をはらむものである．（中

略）EU はより大きな頭痛の種になるかもしれない．これによると，欧州委

員会はロシアのガスプロムを含む天然ガス供給者との商業契約に直接的な影

響を与える脅威となる．このことで，ロシアの欧州における独占的立場が揺
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らぐ可能性がある」（ITAR-TASS 2015.3.23）．BBC も同様にロシア＝ EU

関係に一定の懸念を示した．欧州首脳理事会では，「モスクワに対するエネ

ルギー依存を最小化するための長期的な方針が確認された．EU エネルギー

同盟の創設は，実際のところ，新しい「機構上の対決」の構造を示してい

る」（BBC Monitoring Former Soviet Union 2015.3.26）．エネルギー問題を

挟んでいかにロシア＝ EU 関係を穏便な形で着地させるか．今後の政治的努

力が必要な分野である．

6 ．2 ．3 　ガス共同購入問題

　EU としてガスの共同購入を行う試みについても，ガス市場の透明性を高

める，という抽象的な合意のもとで，今後に持ち越しとなった． 3 月19日の

欧州首脳理事会後のトゥスクの談話でも，「すべての首脳はガス市場の透明

性を高めることで合意した．したがって，エネルギー供給者は EU 法を破っ

てその地位を乱用することはできず，私たちのエネルギー安全保障を損なう

ことはできない」（EurActiv 2015.3.21）と述べたにすぎなかった．中東欧諸

国およびバルト三国が求めてきたロシアからのガス共同購入問題は，ロシア

との有利な単独ガス契約を持つ西側諸国に押し戻された形となった．

6 ．2 ．4 　欧州委員会によるガス契約検査問題

　最後に指摘しなければならないのは，EU 加盟国と非 EU 加盟国との間の

二国間エネルギー契約の中身を欧州委員会が初期の段階から調査することが

できる権限について，この欧州首脳理事会では合意に至らず，最終的なス

テートメントからこの部分が削除されたことである（EurActiv 2015.3.21）．

この問題については，ポーランドが EU エネルギー同盟のもとでガス供給契

約に関する秘密事項を開示していく強い姿勢を示していたものの，ドイツは

ガス供給契約にはセンシティブなデータが存在していることを理由に反対し

ていたものである（EurActiv 2015.3.27a）．欧州委員会によると，この時点

で約300の商業的ガス供給契約があり，そのうち約40は政府間契約であると
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いう．欧州委員会は，この文言の削除に失望を隠しきれなかった（EurActiv 

2015.3.21）ものの，「ガス供給契約には，しばしば政治的・外交的な幅広い

情報を含む」（EurActiv 2015.3.27b）ということでいったん棚上げとなった

形だ．

7 ．まとめにかえて

　以上，本稿では，2015年 2 月25日に欧州委員会によって初めて EU エネル

ギー同盟に関するコミュニケ（エネルギー同盟パッケージ）が提出されてか

ら，2015年 3 月19-20日に欧州首脳理事会によってこの案が認められるにい

たるまでの政治過程を整理・分析してきた．本稿から明らかになったことは，

エネルギー同盟パッケージに関する議論では，①エネルギー効率改善，②循

環型社会構築，③電力相互連結，④再生可能エネルギー普及，という分野で

大きな前進を期待する議論が高まった一方で，① EU 加盟国の主権と固有の

資源利用問題，②対露関係，③ガス共同購入問題，④欧州委員会によるガス

契約検査問題，といった問題も明確な輪郭を伴って浮上してきた．欧州首脳

理事会が全会一致でエネルギー同盟パッケージを承認したことで，今後 EU

エネルギー同盟の議論が加速することになるが，これらの躓きの石をどのよ

うに処理していくかが，欧州委員会をはじめとする関係諸機関の中心課題と

なる．
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